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コース紹介
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このコースでは、サプライ・ネットワーク・コラボレーション（SNC）の概
要を説明し、SNCでオーダー予測モニター（OFM）を使用する方法について
説明します。

このコースにより、次のことを習得します。

 サプライチェーンの協調性とサプライヤー管理プロセスを説明する。

 SNCを使用して3Mとより緊密に連携する方法を説明する。

 SNCの利点を列挙する。

 SNCへログインする。

 ３Ｍの需要を表示し、３Ｍの計画需要への対応能力を知らせるために計
画入庫情報を提供する手順を説明する。

 計画入庫を監視するために３Ｍが実行する手順を説明する。
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サプライ・ネットワーク・コラボレーション



モジュールの目的
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このモジュールにより、次のことを習得します。

 SNCのどのビジネスプロセスを３Ｍ関連業務に連携するかを説明する。

 SNCへログインする。



サプライ・ネットワーク・コラボレーションの概要
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３Ｍは、プロセスを一貫してサポートするために、自社の企業資源管理
（ERP）システムとしてSAPを導入しました。

 SAPソフトウェアは、サプライヤー業務を軽減することができます。そし
て、ビジネスプロセス、関係する人々と情報を、標準化されたビジネスプ
ロセスのグローバルでシームレスに統合されたプラットフォームに結びつ
けます。

 今回の導入の一環として、３Ｍと主要なサプライヤーの双方における生産
性とコミュニケーションを向上させるために、３Ｍの調達業務にSAP SNC
を使用します。

 SNCポータルへは、３Ｍサプライヤーダイレクトからアクセスできます。



サプライ・ネットワーク・コラボレーションの概要（つづき）
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３Ｍは今回の導入で以下のことを期待しています。

 主要なサプライヤーとより多くのデータを共有できる。

 主要サプライヤーが、より大きな責任範囲を担い、ビジネスパートナーと
して積極的に行動できる。

SAPのサプライチェーン管理製品群のWebベースのコンポーネントである
SNCは、以下のことを実現します。

 サプライヤーとカスタマー間のコラボレーションをサポートします。３Ｍ
はSNCを主に、運用トランザクションの利用やデータの電子的な共有を行
わないサプライヤーのために使用します。

 プロセスを効率化します。SNCは３Ｍとサプライヤー双方において、作業
時間とコストを削減します。



SNCの概要
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SNCは、社内や外部のビジネスパートナーとの間でのリアルタイムなコラボ
レーションのためのWebベースのプラットフォームです。

注意：３Ｍは、SNCに
よるサプライヤーコラ
ボレーションとして以
下のソリューションを
導入しました。

 購買発注（PO）

 分納契約（SA）
リリース

 事 前 出 荷 通 知
（ASN）

 請求

 オーダー予測モ
ニター（OFM）

 サプライヤー主
導 型 在 庫 管 理
（SMI）

 かんばん

サプライヤーコラボレーション

 SMI

 予測

 購買発注

 SAリリース

 かんばん

 ASN

 請求書

 出荷

品質コラボレーション

 品質通知

品質
コラボレーション

カスタマー

SNC

弊社

委託生産

 下請契約PO

 ASN

 請求書

 出荷

 作業指示WIP

 多層可視化

カスタマーコラボレーション

 VMI

 予測

 プロモーション

 補充

 ASN

カスタマー
コラボレーション

サプライヤー

委託
生産

委託製造業者

サプライヤー
コラボレーション



SNC戦略

8

サプライヤーと３Ｍは以下のプロセスでコラボレーションします。

在庫コラボレーション
下請契約

コラボレーション

請求コラボレーション

かんばん

サプライヤー主導型在庫
管理コラボレーション需給連鎖在庫管理

（SNI）

購買発注
コラボレーション

リリースプロセス
コラボレーション

需要コラボレーション

事前出荷通知

SNC



SNC戦略（つづき）
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 ３Ｍとサプライヤーに、PO履行とPOの納入日程に
ついて最新の情報を提供します。

 サプライヤーが迅速かつ正確に依頼に対応できるよ
うにします。

 サプライヤーに下記に関する最新の情報を提供し、
３Ｍとサプライヤー間での正確でリアルタイムな履
行を促します。

 分納契約（SA）

 納入日程

 累積入庫数量

 例外

SNC購買発注
コラボレーション

SNCリリースプロセ
スコラボレーション



SNC戦略（つづき）
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SNCでオーダー予測モニターを使用することにより、
３Ｍとサプライヤーの計画データ間で需要コラボレー
ションが可能になります。

 1つのウィンドウ内でデータを比較することができ
ます。

 ３Ｍの計画とサプライヤーの計画の差異を、絶対
値、割合、および色分けで表示することができま
す。

OFMはすべての関係者にアラートを提示するので、
クリティカルな状況に対処するための計画や配送
能力を迅速に採用することができます。

 サプライヤーは実際の出荷の前または実際の出荷
時に、SNCを介して出荷の詳細を３Ｍに提供でき
ます。

 出荷情報、搬送車の詳細、輸送業者、連絡先の詳
細を、リアルタイムに３Ｍに伝えます。

SNC需要
コラボレーション

事前出荷通知
（ASN）



SNC戦略（つづき）
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 サプライヤーから製造現場への在庫の流れをスムー
ズにするために、さまざまな在庫管理戦略を採用で
きます。例えば、サプライヤーの在庫を保管する
サードパーティ・ロジスティクスプロバイダー
（3PL）が、サプライヤーの代わりに３ＭにASN
データを送信することを可能にします。

 在庫コラボレーションには以下のような利点があり
ます。

 物資の迅速な補充

 計画期間を通しての供給分配計画をサポート

 需要の可視性の向上

SNC在庫
コラボレーション



SNC戦略（つづき）
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３Ｍは、SAP上で下請け業者向けのPOをリリースし、
SNCを介して下請け業者に伝達できます。

 このプロセスにより、

 ３Ｍと下請け業者にPO履行と納入日程に関して最
新の情報が提供されます。

 サプライヤーが迅速かつ正確に依頼に対応できるよ
うにします。

 下請契約コラボレーションを補完します。

 カスタマー、下請け業者、二次以降のサプライヤー
（主サプライヤーに対するサプライヤー）、その他
のパートナーが、サプライチェーンの選択されたロ
ケーションの製品の在庫レベルと所要量を監視する
ことをサポートします。

下請契約
コラボレーション

需給連鎖在庫管理



SNC戦略（つづき）
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サプライヤーは３Ｍに提供した商品の請求書を作成で
きます。

サプライヤーが、総所要量計画と実行を管理できます。
カスタマー（３Ｍ）は、MRP計画を行う必要がなくな
ります。

３Ｍサプライヤーは、購買発注を確認し、事前出荷通
知を作成できます。

請求
コラボレーション

サプライヤー主導型
在庫管理（SMI）

かんばん



SNCでの作業
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サプライヤーは、SNCを使い以下のことが可能です。

 ３ＭのPO、下請契約のPO、分納契約、納入日程、およびリリースデータに
アクセスする。

 オンラインまたはファイルをアップロードすることにより、３Ｍに対して
PO確認、納入日程の確認、およびASNデータを提供する。

 ３Ｍの計画、需要、および予測データにアクセスしダウンロードする。

 生産計画データをアップロードする。

 請求書を作成し発行し、請求書の支払ステータスを確認する。



SNCへのログイン
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Webブラウザで3M.com/supplierdirect にアクセスし、３Ｍサプライヤーダイ
レクトのグローバルランディングエリアを表示します。

[３Ｍサプライヤーダイレクトロケーションを選択]で、リストから地域を選択
します。

http://3m.com/supplierdirect


SNCへのログイン（つづき）
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選択した地域用の[３Ｍサプライヤーダイレクト]ホームページで、サプライ
ヤーダイレクトのWebサイトの右上の[サインイン]をクリックするか、または
人型アイコンをクリックします。



SNCへのログイン（つづき）
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[エンタープライズネットワークへのログイン]ウィンドウで、自分のユーザー
名とパスワードを入力し、[ログイン]をクリックします。



SNCへのログイン（つづき）
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ページの右の[クイックリンク]セクションの下で、[３Ｍ ERP]をクリックして
SNCにアクセスします。

注意：[サプライヤー]タブの[S2Pトランザクション]ページにも、[３Ｍ ERP]リ
ンクがあります。



SNCへのログイン（つづき）
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ブラウザの新しいウィンドウにERPポータルが表示されます。

[サプライヤー]タブの下の[サプライヤーネットワークコミュニケ―ション]タブ
に、デフォルトの[アラートモニター]ウィンドウが表示されます。



モジュールのまとめ
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このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 ３Ｍはサプライヤーに、サプライ・ネットワーク・コラボレーション
（SNC）というWebツールを提供します。

 SNCへは３Ｍサプライヤーダイレクトポータルからアクセスできます。

 サプライヤーと３Ｍは以下のプロセスでコラボレーションします。

 購買発注コラボレーション

 リリースプロセスコラボレーション

 OFMを使用した需要コラボレーション

 事前出荷通知

 在庫コラボレーション

 下請契約コラボレーション

 請求コラボレーション
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SNCのオーダー予測モニター



モジュールの目的
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このモジュールにより、以下のことを習得します。

 ３Ｍとサプライヤーが行う、オーダー予測モニターのビジネスプロセスに
ついて説明する。

 ３Ｍの需要を確認する方法を説明する。

 サプライヤー計画入庫を入力し保存する。

 ３Ｍがサプライヤー計画入庫を監視する方法を説明する。



SNCでのリリースプロセスの概要
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オーダー予測モニター（OFM）のビジネスプロセスは、３Ｍとサプライヤーが
計画においてコラボレーションするために使われます。

OFMにより、３Ｍの計画データとサプライヤーの計画データを1つの画面上で
比較し、３Ｍの需要とサプライヤーの入庫の差異を、絶対値、割合、および色
分けで表示することができます。

OFMはすべての関係者にアラートを提示するので、クリティカルな状況に対処
するための計画や配送能力を迅速に採用することができます。



高度なOFMプロセス

24

SNCのサプライヤー側担当者はOFMで以下のような処理を行います。

 [アラートモニター]で新規の３Ｍ需要がないかをチェックする。

 ３Ｍ需要を以下の画面で確認する。

 [オーダー予測詳細] - [製品ビュー]

 [オーダー予測詳細]

 サプライヤー計画入庫を以下の画面で入力し保存する。

 [オーダー予測詳細] - [製品ビュー]

 [オーダー予測詳細]

 サプライヤー計画入庫をOFMに、以下を使ってアップロードする。

 ダウンロードセンター

 アップロードセンター



高度なOFMプロセス（つづき）

25

計画入庫を確認
（３Ｍ）

需要と入庫の差
異をチェック
（３Ｍ）

需要を確認
（サプライヤー）

新規需要を
チェック

（サプライヤー）

OFMに入庫を
アップロード
（サプライ
ヤー）

OFMに入庫を
入力

（サプライ
ヤー）



高度なOFMプロセス（つづき）
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SNCの３Ｍ計画担当者はOFMで以下のような処理を行います。

 需要と入庫の主要な差異を[アラートモニター]で特定します。

 需要と入庫の差異のサマリーを[オーダー予測概要]ウィンドウで確認します。

 サプライヤー計画入庫を以下の画面で確認します。

 [オーダー予測の詳細] - [製品ビュー]

 [オーダー予測詳細]



新規の３Ｍ需要をアラートモニターでチェック
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Eメールで新規の計画需要についてのアラートが届くと、SNCサプライヤー担当
者はSNCのWebブラウザにログインし、[アラートモニター]ウィンドウを開き
ます。SNCサプライヤー担当者は、[アラートタイプ]セクションに表示されて
いる新規予測データのアラートを確認します。



オーダー予測詳細での３Ｍ需要の確認
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新規予測データのアラートがないかチェックした後、SNCサプライヤー担当者
は、[オーダー予測詳細] - [製品ビュー]ウィンドウで新規の３Ｍ需要を確認しま
す。



オーダー予測詳細での３Ｍ需要の確認（つづき）
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キー数値が、ウィンドウの下部の計画期間を表すタイムバケット列に表示され
ます。

 タイムバケットは柔軟に定義することができます。年、月、週、および日
を組み合わせて、列を表すことができます。組み合わせはプロファイルと
して保存できます。

 デフォルトのタイムバケットプロファイルは12か月の表示期間で、最初の
3週間は日次バケット、最初の4か月は週次バケット、残りは月次バケット
です。

 表示されるキー数値は基本の数量単位で表示されています。これは注文時
の数量単位と同じであるとは限らないことに注意してください。



オーダー予測詳細での３Ｍ需要の確認（つづき）
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SNCサプライヤー担当者には、[オーダー予測詳細] - [製品ビュー]ウィンドウ
に次の4つのキー数値が表示されます。

1. カスタマー計画所要量：計画された３Ｍの所要量を示します。

2. カスタマー確定所要量：サプライヤーに課せられた実際の３Ｍ需要を示し
ます。

3. サプライヤー計画入庫：３Ｍの計画所要量に対するサプライヤーのコミッ
トを表します。

4. サプライヤー確定所要量：３Ｍの確定所要量に対するサプライヤーの対応
を表します。これはPOまたはリリース確認プロセスの一部として実行され
ます。



オーダー予測詳細での３Ｍ需要の確認（つづき）
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さらにSNCサプライヤー担当者は、計算された4つのキー数値をチェックします。
計算されたキー数値は、計画需要と入庫、確定需要と入庫の間の差異を絶対値
と割合（％）で表します。

1. 計画入庫と計画所要用の差異（％）

2. 計画入庫と計画所要用の差異（絶対値）

3. 確定入庫と確定所要用の差異（％）

4. 確定入庫と確定所要用の差異（絶対値）



オーダー予測詳細での３Ｍ需要の確認（つづき）
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SNCは定義された許容範囲に基づいて、2つのキー数値の割合差を表わす4つの
キー数値と色コードを計算します。SNCサプライヤー担当者は所要量間の割合
での差異を、以下の色コードに基づいて確認できます。

 青：３Ｍまたはサプライヤーのデータが欠如している。

 赤：差異が定義された許容範囲（+10％、-5％）を超えています。

 オレンジ：差異は定義された許容範囲（+10％、-5％）内です。

 緑：３Ｍとサプライヤーのデータの間に差異はありません。



オーダー予測詳細での３Ｍ需要の確認（つづき）
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さらにSNCサプライヤー担当者は、輸送中数量を確認します。

サプライヤーの輸送中数量は、エンタープライズ・セントラル・コンポーネン
ト（ECC）から受信した事前出荷通知に基づいて、３Ｍへ輸送中の数量の合計
を示します。



オーダー予測詳細での３Ｍ需要の確認（つづき）
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SNCサプライヤー担当者は2種の所要量を確認する際に、[オーダー予測詳細] -
[製品ビュー]ウィンドウの[グラフ]タブでキー数値を確認することもできます。



手順詳細

35

３Ｍ需要を[オーダー予測詳細] - [製品ビュー]で確認するための詳しい手順は、
サプライ・ネットワーク・コラボレーション。トレーニングのサイトを参照し
てください。



サプライヤー計画入庫の入力と保存
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計画入庫を確認
（３Ｍ）

需要と入庫の差
異をチェック
（３Ｍ）

需要を確認
（サプライヤー）

新規需要を
チェック

（サプライヤー）

OFMに入庫を
アップロード
（サプライ
ヤー）

OFMに入庫を
入力

（サプライ
ヤー）



サプライヤー計画入庫の入力と保存（つづき）
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サプライヤーは、サプライヤー計画入庫を入力し保存することができます。
これにより３Ｍは、サプライヤーに今後の３Ｍ需要への対応能力があるかを
知ることができます。そのためには、以下のキー数値を監視します。

 計画入庫と計画所要用の差異（％）

 計画入庫と計画所要用の差異（絶対値）

サプライヤーはこれらの数値を以下のいずれかの方法で更新します。

 [オーダー予測詳細] – [製品ビュー]ウィンドウの、[概要] – [輸送中在庫情
報] – [複数調達モード]のグリッド配列で、計画入庫を更新します。

 SNCのダウンロードセンターでOFMデータのExcelファイルをダウン
ロードし、更新したExcelファイルをSNCにアップロードします。この
データは自動的にOFMに読み込まれます。



サプライヤー計画入庫の入力と保存（つづき）
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サプライヤー計画入庫を、[概要] – [輸送中在庫情報] – [複数調達モード]のグ
リッド配列で、OFMに直接入力することができます。サプライヤーがこのグ
リッドを表示すると、複製された入力可能なサプライヤー計画入庫のキー数値
が追加されます。



サプライヤー計画入庫の入力と保存（つづき）

39

同じプロセスを[オーダー予測詳細]ウィンドウでも行うことができます。この
ウィンドウを使用すると、サプライヤー計画入庫は複数のロケーションプロダ
クトに入力することができます。



手順詳細

40

サプライヤー計画入庫を入力し保存するための詳しい手順は、サプライ・ネッ
トワーク・コラボレーション・トレーニングのサイトを参照してください。

http://3m.com/suppliertraining


サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード

41

計画入庫を確認
（３Ｍ）

需要と入庫の差
異をチェック
（３Ｍ）

需要を確認
（サプライヤー）

新規需要を
チェック

（サプライヤー）

OFMに入庫を
アップロード
（サプライ
ヤー）

OFMに入庫を
入力

（サプライ
ヤー）



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）
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計画入庫をSNCにアップロードするには、[ダウンロードセンター（外部ユー
ザー）]ウィンドウを開きます。



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）

43

ダウンロードセンターでOFMファイルをExcelにダウンロードする前に、以下の
手順によりダウンロードプロファイルを作成する必要があります。

1. パートナーを選択

2. パートナータイプを選択

3. 選択基準を指定

4. 周期を指定

5. ファイル生成を開始



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）
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計画入庫をSNCにアップロードするために、OFMファイルをダウンロー
ドします。



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）

45

計画入庫をSNCにアップロードするために、OFMファイルを更新し、Excelでは
なくCSV タイプ（カンマ区切り）ファイルとして保存します。



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）

46

計画入庫をSNCにアップロードするために、[アップロードセンター（外部ユー
ザー）]ウィンドウを開きます。



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）

47

アップロードセンターでOFMファイルをSNCにアップロードする前に、以下
のフィールドを設定してダウンロードプロファイルを作成する必要がありま
す。

1. プロファイル名

2. オブジェクトタイプ：オーダー予測コラボレーション

3. カスタマー：CORP_3M

[アップロードするファイル]に設定できますが、ファイル名は変更できません。
空白のままにしておくことをお勧めします。



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）
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計画入庫をSNCにアップロードするために、[アップロード]ボタンをクリック
して、サプライヤー計画をOFMにアップロードします。



サプライヤー計画入庫をOFMにアップロード（つづき）

49

計画入庫をSNCにアップロードするために、[オーダー予測詳細] - [製品ビュー]
ウィンドウで計画入庫を表示して、計画入庫が正常にアップロードされたこと
を確認します。



手順詳細

50

ダウンロード、アップロード、およびサプライヤー計画入庫をOFMにアップ
ロードするための詳しい手順は、 サプライ・ネットワーク・コラボレーショ
ン・トレーニングのサイトを参照してください。



計画需要と計画入庫の差異のチェック
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計画入庫を確認
（３Ｍ）

需要と入庫の差
異をチェック
（３Ｍ）

需要を確認
（サプライヤー）

新規需要を
チェック

（サプライヤー）

OFMに入庫を
アップロード
（サプライ
ヤー）

OFMに入庫を
入力

（サプライ
ヤー）



計画需要と計画入庫の差異のチェック（つづき）

52

サプライヤーがSNCに入力した計画入庫が３Ｍの計画需要と5％以上差異のある
場合、３Ｍとサプライヤーの双方にアラートが届きます。 このアラートはE
メールで届くとともに、オーダー予測アラートとして[アラートモニター]に表
示されます。



サプライヤー計画入庫をOFMで確認

53

計画入庫を確認
（３Ｍ）

需要と入庫の差
異をチェック
（３Ｍ）

需要を確認
（サプライヤー）

新規需要を
チェック

（サプライヤー）

OFMに入庫を
アップロード
（サプライ
ヤー）

OFMに入庫を
入力

（サプライ
ヤー）



サプライヤー計画入庫をOFMで確認（つづき）

54

SNCの３Ｍ計画担当者はオーダー予測アラートをチェックした後、[オーダー予
測詳細] - [製品ビュー]ウィンドウで、サプライヤー計画入庫のキー数値と対応
する色コードを確認します。



サプライヤー計画入庫をOFMで確認（つづき）

55

さらに３Ｍとサプライヤーの双方が、[オーダー予測概要]で需要と入庫の差異
の概要を確認できます。ウィンドウにはOFMのすべてのサプライヤーのデータ
が表示されるため、３Ｍプランナーはウィンドウに表示するロケーションプロ
ダクトのリストを絞り込むためにクエリを定義できます。



サプライヤー計画入庫をOFMで確認（つづき）

56

ロケーションプロダクトには、タイムバケットプロファイルの設定に基づいて
複数のバケットセットを持たせることができるため、TB1やTB2などのタイムバ
ケットは相対的です。セルは、[オーダー予測詳細]と同じロジックでの色分け
されます。



モジュールのまとめ
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このモジュールでは、主に以下のことを説明しました。

 ３Ｍとサプライヤーによって行われるOFMビジネスプロセスについて。

 ３Ｍ需要の確認。

 サプライヤー計画入庫の入力と保存。

 ３Ｍがサプライヤー計画入庫を監視する方法。



まとめ

58

このコースでは、主に以下のことを説明しました。

 サプライヤーは、[アラートモニター]で新規の３Ｍ需要を特定します。

 サプライヤーは、[オーダー予測詳細]と[オーダー予測詳細] - [製品ビュー]
ウィンドウで、主要材料の３Ｍの計画需要を確認しその需要に対応する計
画入庫を提供します。

 サプライヤーは、OFMウィンドウで直接入力するか、またはSNCアップ
ロードセンターでファイルをアップロードすることで、SNCに計画入庫
を提供することができます。

 アラートモニターは、３Ｍプランナーとサプライヤーの双方に３Ｍ需要
とサプライヤー計画入庫の主要な差異を通知するために使用されます。
３Ｍプランナーは、OFMウィンドウでもサプライヤーが提供した計画入
庫を確認できます。

 タイムバケットプロファイルで、日、週、月の組み合わせてキー数値を確
認する頻度レベルを定義します。


